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第一回 地域シンクタンク・モニター結果から 

鉄鋼メーカーもフル操業に近い状態だ 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
総
合
的

な
労
働
政
策
研
究
の
一
環
と
し
て
、
各
地
域

の
代
表
的
な
政
策
研
究
機
関
に
協
力
を
お
願

い
し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
・
労
働
分
野
の

情
報
収
集
を
行
う
た
め
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン

ク
・
モ
ニ
タ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

 

同
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
い
た
だ
い
た
の
は
、

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所（
北
海
道
）、

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、

財
団
法
人
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、

財
団
法
人
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛

知
）、
財
団
法
人
北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、

社
団
法
人
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広

島
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会（
福
岡
）

の
七
つ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
地
域
に
軸
足
を

お
い
た
調
査
研
究
活
動
を
実
施
し
て
い
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
四
半
期
ご
と
に
産
業
・
雇

用
動
向
に
関
す
る
情
報
を
提
供
い
た
だ
き
、

リ
ポ
ー
ト
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
誌
上
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
だ
。
昨

年
一
二
月
段
階
で
回
答
い
た
だ
い
た
第
一
回

モ
ニ
タ
ー
結
果
か
ら
、
各
地
域
の
経
済
・
雇

用
の
実
情
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

  
　
製
造
業
・
企
業
集
積
の
差
で
明
暗 

   

政
府
は
一
月
の
月
例
経
済
報
告
で
、
景
気

の
基
調
判
断
に
「
回
復
」
と
い
う
表
現
を
三

年
ぶ
り
に
盛
り
込
ん
だ
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

設
備
投
資
や
輸
出
が
順
調
に
増
え
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う

に
、
〇
三
年
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前
年
に

比
べ
三
・
二
％
高
い
九
四
・
九
（
二
〇
〇
〇

年
＝
一
〇
〇
）
で
、
三
年
ぶ
り
に
前
の
年
を

上
回
っ
た
。
輸
出
主
導
な
が
ら
自
動
車
生
産

が
好
調
な
こ
と
に
加
え
、
国
内
で
も
携
帯
電

話
や
デ
ジ
カ
メ
、
薄
型
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
家

電
製
品
の
販
売
好
調
が
、
関
連
部
品
や
装
置

メ
ー
カ
ー
に
も
波
及
し
た
格
好
だ
。 

 

一
方
、
こ
う
し
た
生
産
活
動
の
改
善
は
、

雇
用
統
計
面
に
も
あ
ら
わ
れ
、
〇
三
年
の
年

平
均
完
全
失
業
率
も
五
・
三
％
と
な
り
、
過

去
最
悪
だ
っ
た
前
年
を
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
と
と
も
に
、
一
三
年
ぶ
り
に
前
年
平
均

を
下
回
っ
た
。 

 

全
体
的
に
は
、
景
気
の
持
ち
直
し
を
受
け

、

雇
用
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
裏
づ
け
る
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
き
て
は

い
る
。
し
か
し
、
モ
ニ
タ
ー
回
答
を
み
る
と
、

地
域
経
済
・
雇
用
情
勢
に
お
け
る
二
極
化
現

象
の
拡
大
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。
景
気

回
復
を
牽
引
す
る
電
機
・
自
動
車
な
ど
の
輸

出
型
製
造
業
の
企
業
集
積
の
差
が
、
そ
の
背

景
に
あ
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

 

モ
ニ
タ
ー
で
は
地
域
経
済
に
つ
い
て
、
今

期
（
〇
三
年
一
〇
月
〜
一
二
月
）
の
動
向
と
、

来
期
（
〇
四
年
一
月
〜
三
月
）
の
予
測
を
聞

い
た
。
今
期
の
動
向
は
前
期
（
〇
三
年
七
月

〜
九
月
）
と
比
べ
て
「
快
晴
」「
晴
れ
」「
う

す
曇
り
」「
本
曇
り
」「
雨
」
か
を
問
い
、

来
期
に
つ
い
て
は
同
様
に
今
期
と
の
比
較
で
、

五
段
階
で
評
価
い
た
だ
い
た
。
一
方
、
雇
用

情
勢
に
つ
い
て
も
今
期
、
来
期
に
つ
い
て
「
好

転
」「
や
や
好
転
」「
横
ば
い
」「
や
や
悪
化
」

「
悪
化
」
の
五
段
階
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
を
「
晴
れ
」、
雇
用
も
「
好
転
」
と
先

行
き
に
明
る
い
見
通
し
を
立
て
て
い
る
地
域

か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
回
答
の
特
徴
点
を
ま
と
め

て
み
た
。 

  
　
中
国
　
地
域
経
済
「
晴
れ
」
の
評
価 

   

今
期
、
来
期
と
も
地
域
経
済
の
動
向
に
つ

い
て
、
「
晴
れ
」
と
の
回
答
を
寄
せ
た
の
は
、

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
。 

 

今
期
「
晴
れ
」
の
判
断
理
由
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
「
マ
ツ
ダ
の
新
車
販
売
が
欧
州
や

中
国
で
好
調
と
な
り
、
三
年
連
続
の
増
収
増

益
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
休
止
中
の
宇

品
第
二
工
場
（
広
島
市
）
の
再
開
に
向
け
た

設
備
投
資
三
二
三
億
円
も
計
画
さ
れ
、
五
月

に
も
生
産
再
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
」
「
こ

う
し
た
状
況
で
自
動
車
部
品
や
一
般
機
械
が

高
操
業
を
持
続
し
、
鉄
鋼
で
も
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
ロ
シ
ア
向
け
輸
出
が
増
加
、
情
報
通
信

も
好
調
で
製
造
業
は
概
ね
上
向
き
に
あ
る
」

「
商
業
で
も
、
百
貨
店
の
大
型
改
造
が
実
を

結
ん
で
市
中
心
部
の
販
売
額
が
五
年
半
ぶ
り

に
前
年
を
上
回
り
、
銀
行
の
不
良
債
権
残
高

も
着
実
に
減
少
し
て
い
る
」
「
企
業
倒
産
も

減
少
を
維
持
し
て
い
る
」
―
―
こ
と
を
あ
げ
、

景
気
底
打
ち
を
「
実
感
と
し
て
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
認
識
を
示
し

て
い
る
。 

 

さ
ら
に
来
期
も
「
晴
れ
」
と
し
た
判
断
根

拠
に
つ
い
て
、「
自
動
車
輸
出
の
好
調
さ
は
来

期
も
持
続
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
地
域
全

体
に
期
待
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
関
連
産
業

（
部
品
、
機
械
な
ど
）
へ
の
波
及
を
通
じ
て
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

っ
て
も
設
備
投
資
な
ど
前
向
き
の
動
き
が
出

始
め
る
と
予
想
さ
れ
る
」
と
の
分
析
を
示
し

て
い
る
。 

 

地
域
経
済
は
続
伸
す
る
と
見
て
い
る
割
に

、

今
期
・
来
期
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、「
横

ば
い
」
と
の
慎
重
な
見
方
だ
。 

 

今
期
は
、
「
失
業
率
は
男
性
が
横
ば
い
、

女
性
が
や
や
上
向
き
傾
向
で
、
有
効
求
人
倍

率
も
男
女
で
改
善
が
継
続
し
て
い
る
た
め
、

雇
用
回
復
へ
の
兆
し
が
明
確
に
な
っ
て
き
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
雇
用

の
質
（
中
味
）
を
み
る
と
、
新
規
の
求
人
は

製
造
業
を
中
心
と
し
て
パ
ー
ト
や
業
務
請
負

な
ど
非
正
規
社
員
で
あ
り
、
正
社
員
を
希
望

す
る
求
職
者
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
拡
大
し
て

い
る
」
「
景
気
回
復
基
調
の
裏
返
し
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
非
労
働
力
人
口
の
求
職
活
動
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都道府県別失業率の年平均結果（試算値）
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（注）１．数値は、労働力調査の結果を都道府県別に集計した試算値である。 
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第一回 地域シンクタンク・モニター結果から 

が
増
え
始
め
、
量
的
な
受
け
皿
も
十
分
で
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
」
「
企
業
の
業
績
回
復

が
見
え
始
め
た
が
、
背
後
で
は
本
格
的
な
退

職
勧
奨
が
進
ん
で
お
り
、
新
規
雇
用
の
動
き

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」
「
新
卒
求
職
者
の

内
定
率
も
低
く
、
中
山
間
地
域
の
雇
用
は
公

共
投
資
の
減
少
で
落
ち
込
み
、
中
心
部
と
大

き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
」
な
ど
、
企
業
の

投
資
マ
イ
ン
ド
拡
大
も
雇
用
面
に
は
十
分
波

及
し
て
い
な
い
点
を
あ
げ
る
。 

 

さ
ら
に
来
期
も
、
雇
用
面
で
大
き
な
改
善

は
見
込
め
ず
、「
横
ば
い
」
と
し
た
理
由
を
、

「
正
社
員
の
非
正
規
社
員
へ
の
置
き
換
え
は

今
後
も
継
続
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
正
社

員
と
し
て
の
求
人
も
、
業
務
拡
大
に
よ
る
求

人
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
控
え
て
い
た
退
職

者
補
充
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
」
「
年

末
年
始
の
繁
忙
期
で
の
雇
用
が
一
段
落
し
、

決
算
期
に
向
け
た
雇
用
整
理
も
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
「
新
卒
求
職
希
望
で
未
内
定

の
学
生
が
、
条
件
を
緩
和
し
て
求
職
活
動
を

行
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
労
働
市
場
が
一
時

的
に
せ
よ
大
き
く
供
給
過
剰
に
陥
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
す
る
。 

  

　
中
部
　
ト
ヨ
タ
軸
に
今
期
「
晴
れ
」 

   

ト
ヨ
タ
な
ど
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に

、

製
造
業
が
集
積
す
る
中
部
地
域
経
済
の
今
期

を
「
晴
れ
」
と
評
価
し
た
中
部
産
業
・
労
働

政
策
研
究
会
。
同
地
域
の
現
況
に
つ
い
て
「
積

極
的
な
技
術
、
技
能
の
形
成
を
背
景
に
、
高

い
国
際
競
争
力
を
維
持
。
一
〇
月
に
は
、
有

効
求
人
倍
率
が
一
・
〇
一
倍
と
、
急
速
に
雇

用
情
勢
は
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
。
製
造
業

で
は
大
企
業
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
中
堅
・

中
小
企
業
を
中
心
に
、
顕
著
な
雇
用
情
勢
の

好
転
が
見
ら
れ
る
」
と
の
現
状
認
識
を
示
し

て
い
る
。 

 

そ
の
う
え
で
、
今
期
「
晴
れ
」
と
し
た
地

域
経
済
の
評
価
理
由
を
「
足
元
（
一
〇
〜
一

二
月
）
の
景
況
、
業
況
と
も
に
、
三
期
連
続

の
改
善
を
示
し
て
い
る
。
好
調
な
輸
出
と
製

品
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ
る
鉄
鋼
産
業
の
回

復
と
あ
わ
せ
て
、
主
力
産
業
で
あ
る
自
動
車
、

電
気
、
機
械
・
金
属
な
ど
に
よ
る
輸
出
の
好

調
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

国
内
消
費
需
要
も
徐
々
に
回
復
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
」
と
分
析
す
る
。 

 

た
だ
し
、来
期
に
つ
い
て
は
、「
う
す
曇
り
」

と
や
や
悲
観
的
な
観
測
。
今
期
と
比
べ
て
「
目

先
の
円
高
基
調
が
、
今
後
の
景
況
に
も
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
予
測
す
る
た
め

だ
。 

 

雇
用
情
勢
は
今
期
に
つ
い
て
「
や
や
好
転
」

と
し
な
が
ら
も
、
来
期
は
「
や
や
悪
化
」
と

判
断
を
一
転
さ
せ
る
。
今
期
は
「
リ
ス
ト
ラ

が
一
巡
し
、
大
企
業
を
中
心
に
採
用
増
が
目

立
つ
。
好
調
な
業
績
を
背
景
に
、
採
用
増
加

企
業
が
減
少
企
業
を
上
回
る
見
通
し
で
あ
る
」

こ
と
な
ど
を
好
転
の
理
由
に
あ
げ
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
一
本
調
子
に
改
善
し
な
い
理

由
と
し
て
、「
正
社
員
採
用
に
慎
重
な
姿
勢
に

は
変
わ
り
な
く
、
と
く
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、

中
途
採
用
な
ど
雇
用
形
態
の
多
様
化
も
す
す

ん
で
い
る
」
「
円
高
基
調
が
す
す
む
中
で
、

大
企
業
で
は
横
ば
い
、
中
堅
・
中
小
で
は
再

び
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
の
要
因
を
指
摘

す
る
。 

  

　
九
州
　
来
期
の
経
済
「
晴
れ
」 

   

今
期
は
「
う
す
曇
り
」
な
が
ら
、
来
期
の

地
域
経
済
の
動
向
を
「
晴
れ
」
と
予
測
す
る

九
州
経
済
調
査
協
会
。
こ
の
判
断
理
由
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
今
期
は
「
当
会
が
発
表
し

て
い
る
九
州
地
域
景
気
総
合
指
数
（
Ｃ
Ｉ
＝

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
は
、
一

〇
月
、
一
一
月
は
九
九
・
九
、
九
九
・
五
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
比
で
一
・
〇
％
増
、

〇
・
四
％
減
と
な
っ
た
。
九
州
七
県
の
鉱
工

業
生
産
指
数
は
一
〇
月
、
一
一
月
の
前
月
比

が
そ
れ
ぞ
れ
一
・
〇
％
増
、
一
・
一
％
減
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
九
州
八
県
の
有
効
求

人
倍
率
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
五
倍
、
〇
・
五

六
倍
で
五
カ
月
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
」
こ

と
を
あ
げ
つ
つ
、
来
期
の
好
転
に
つ
な
が
る

材
料
と
し
て
「
三
月
二
日
に
天
神
岩
田
屋
新

館
（
福
岡
市
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
三
月
一
三

日
に
は
九
州
新
幹
線
が
部
分
開
業
（
新
八
代

〜
鹿
児
島
中
央
駅
）
す
る
な
ど
消
費
者
の
マ

イ
ン
ド
改
善
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
。
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ

は
、
四
九
・
一
ポ
イ
ン
ト
と
前
期
を
〇
・
四

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
」
こ
と
な
ど
を
判
断
材

料
に
し
て
い
る
。 

 

雇
用
情
勢
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
も

こ
う
し
た
景
況
回
復
を
受
け
、
「
や
や
改
善
」

と
み
て
い
る
。
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
今
期

は
、「
九
州
八
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
一
〇

月
に
は
〇
・
五
三
倍
、
一
一
月
に
は
〇
・
五

六
倍
と
五
カ
月
連
続
で
前
月
を
上
回
っ
た
。

景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で
は
、
雇
用
関
連

の
指
標
は
一
〇
月
五
四
・
二
、
一
一
月
五
二
・
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六
、
一
二
月
六
〇
・
九
と
三
カ
月
連
続
で
五

〇
を
上
回
っ
た
。
一
〇
〜
一
二
月
期
の
企
業

倒
産
件
数
は
三
五
九
件
で
、
前
年
同
期
を
二

〇
・
〇
％
下
回
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
。
来
期

も
「
や
や
改
善
す
る
」
根
拠
と
し
て
「
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
に
よ
る
と
、
雇
用
の
先

行
き
（
三
カ
月
後
）
に
つ
い
て
は
、
一
月
は

五
五
・
六 

、
二
月
は
五
三
・
九
、
三
月
は
、

五
六
・
三
と
三
カ
月
連
続
で
五
〇
を
上
回
っ

て
い
る
」
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。 

   

北
陸
　
失
業
率
増
加

は
止
ま
っ
た 

   

北
陸
地
方
の
経
済
は
、
サ
ー
ビ
ス
化
が
進

展
す
る
一
方
、
「
全
国
の
中
で
も
製
造
業
の

ウ
エ
ー
ト
が
高
い
地
域
で
あ
る
。
繊
維
、
医

薬
品
、
金
属
製
品
、
機
械
（
電
気
、
建
設
、

一
般
機
械
、
工
作
機
械
）
の
集
積
が
あ
る
。

近
年
、
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
と
い
っ
た
新
し

い
分
野
も
展
開
し
て
い
る
。
伝
統
産
業
の
集

積
も
厚
い
。
特
に
石
川
県
を
中
心
に
輪
島
塗
、

山
中
漆
器
、
九
谷
焼
、
加
賀
友
禅
、
金
箔
工

芸
、
高
岡
銅
器
（
富
山
県
）、
越
前
漆
器
（
福

井
県
）
な
ど
全
国
で
も
有
名
な
産
地
形
成
を

し
て
い
る
」（
北
陸
経
済
研
究
所
）。 

 

こ
う
し
た
地
域
特
性
も
あ
り
、
「
失
業
率
、

離
職
率
は
全
国
と
同
じ
よ
う
に
増
加
傾
向
を

た
ど
る
が
、
当
地
域
は
全
国
よ
り
も
低
い
。

ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
は
全
国
よ
り
も
高
い
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
な
か
で
、
北
陸
は
比
較

的
恵
ま
れ
た
雇
用
環
境
に
あ
る
地
域
と
考
え

ら
れ
る
」（
同
研
究
所
）
た
め
、
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
は
今
期
・
来
期
と
も
「
や
や
好
転
」

と
判
断
し
て
い
る
。 

 

そ
の
理
由
と
し
て
今
期
は
、
「
企
業
部
門

の
拡
大
基
調
を
背
景
に
有
効
求
人
倍
率
、
新

規
求
人
倍
率
の
改
善
が
見
ら
れ
る
」
「
大
き

な
企
業
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
も
少
な
く
な
り
、

景
気
も
好
転
す
る
中
で
失
業
率
（
全
国
平
均

よ
り
も
低
い
）
の
増
加
は
止
ま
っ
た
と
見
ら

れ
る
」
「
派
遣
労
働
、
契
約
労
働
、
請
負
労

働
と
い
っ
た
非
正
規
社
員
の
労
働
市
場
が
徐
々

に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
世
間
で
こ

の
よ
う
な
働
き
方
が
認
識
さ
れ
て
き
た
」
な

ど
を
指
摘
。
来
期
も
、「
好
調
な
機
械
産
業
、

電
子
部
品
、
医
薬
品
を
中
心
に
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
請
負
社
員
の
増
加
が
続
く
も
の
と
見

ら
れ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。 

 

地
域
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
期
・

来
期
と
も
「
う
す
曇
り
」。
主
要
産
業
で
あ
る

ア
ル
ミ
、
医
薬
品
、
機
械
、
電
気
産
業
の
受

注
が
上
向
い
て
き
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
「
経

営
者
の
マ
イ
ン
ド
も
『
良
く
な
っ
た
』
と
感

じ
て
い
る
割
合
が
多
い
」
「
人
、
も
の
、
金

な
ど
の
リ
ス
ト
ラ
の
効
果
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
企
業
業
績
も
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

い
る
」
を
理
由
に
あ
げ
る
が
、「
設
備
投
資
、

個
人
消
費
に
目
立
っ
た
動
き
が
見
ら
れ
な
い
」

こ
と
が
不
安
材
料
。
一
〜
三
月
期
も
大
き
な

状
況
変
化
を
期
待
で
き
な
い
の
で
、
同
じ
判

断
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
行
き
の
不
透
明

感
を
増
す
要
素
と
し
て
、
中
小
企
業
の
設
備

投
資
に
力
強
さ
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
為
替

や
輸
出
の
動
向
を
あ
げ
る
。 

   

茨
城
　
電
機
・
素
材
メ
ー
カ
ー
が
牽
引 

   

茨
城
県
は
県
北
地
区
に
重
電
・
家
電
関
係

の
企
業
が
集
積
し
、
ま
た
生
産
拠
点
の
集
約

が
す
す
む
も
の
の
、
大
手
素
材
メ
ー
カ
ー
も

集
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
産
動
向
が
、

地
域
経
済
を
左
右
す
る
状
況
に
あ
る
。
常
陽

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、「
自
社
業
況

判
断（
全
産
業
）、
と
く
に
輸
出
主
導
で
鉄
鋼

や
化
学
、
一
般
機
械
な
ど
の
業
種
が
改
善
傾

向
に
あ
る
」
「
企
業
の
設
備
投
資
は
徐
々
に

持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
っ
た
明
る
い
材

料
の
一
方
、「
内
需
関
連
の
製
造
業
、
非
製
造

業
は
弱
い
動
き
が
続
い
て
い
る
」
「
個
人
消

費
へ
の
波
及
も
感
じ
ら
れ
な
い
」
な
ど
を
理

由
に
、
地
域
経
済
の
動
向
を
「
う
す
曇
り
」

と
評
価
す
る
。 

 

来
期
も
生
産
活
動
の
改
善
は
大
手
製
造
業

や
、
輸
出
型
産
業
が
主
導
す
る
も
の
の
、「
中

小
企
業
へ
の
波
及
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
」
「
建
設
業
な
ど
の
内
需
型
産
業
は
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
」
な
ど
を
背
景
に
、「
う

す
曇
り
」
と
判
断
し
て
い
る
。 
 

と
は
い
え
、
今
期
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

は
「
や
や
好
転
」
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、

①
製
造
業
で
は
電
気
・
機
械
を
中
心
に
求
人

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
②
非
製
造
業
で
は
情

報
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
・
教
育
な
ど
で
求
人
増

が
続
い
て
い
る
―
―
な
ど
を
指
摘
す
る
一
方
、

来
期
に
つ
い
て
は
、
生
産
・
雇
用
の
改
善
水

準
が
低
位
な
た
め
、
「
横
ば
い
」
と
の
評
価

を
下
し
て
い
る
。 

  

　
北
海
道
　
景
気
の
好
転
遅
れ
る 

   

北
海
道
・
青
森
の
地
域
経
済
は
、
一
次
産

品
や
観
光
、
ま
た
公
共
投
資
な
ど
官
需
に
依

存
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
製
造
業

主
導
の
景
気
回
復
の
恩
恵
を
受
け
に
く
い
事

情
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
景
気
・
雇
用
と
も

回
復
の
足
取
り
は
重
い
。 

 

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
道

経
済
の
現
状
（
今
期
）
を
「
本
曇
り
」、
来

期
も
同
じ
く
「
本
曇
り
」
と
判
断
。
そ
の
理

由
と
し
て
今
期
は
、
①
全
国
で
は
、
牽
引
役

と
し
て
、
自
動
車
・
電
気
機
械
等
中
心
の
景

気
好
転
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
業
種
の

集
積
に
乏
し
く
、
官
需
に
支
え
ら
れ
て
い
る

経
済
基
盤
の
特
性
か
ら
、
全
国
と
比
較
し
て
、

景
気
の
好
転
が
遅
れ
て
い
る
②
公
務
員
の
給

与
や
賞
与
の
減
少
も
、
公
務
員
の
就
業
者
比

率
が
高
い
本
道
の
個
人
消
費
に
対
し
て
、
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
③
主
力
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
観

光
産
業
に
つ
い
て
は
、
入
込
み
客
数
は
微
増

で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
相
変
わ
ら
ず
単

価
の
低
下
が
続
い
て
お
り
、
経
営
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
―
―
こ
と
を
あ
げ
る
。 

 

一
方
、
来
期
に
つ
い
て
も
、「
本
年
は
公
共

事
業
、
民
間
建
設
投
資
が
前
年
以
上
に
停
滞

し
て
お
り
、
建
設
業
や
関
連
製
造
業（
窯
業
・

土
石
等
）
で
の
景
況
悪
化
が
見
込
ま
れ
て
い

る
」
「
電
気
機
械
や
輸
送
用
機
械
な
ど
好
調

な
製
造
業
の
景
気
牽
引
力
が
弱
い
こ
と
、
消

費
に
明
る
さ
が
見
え
に
く
い
こ
と
等
か
ら
、

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
」
「
一
月
中
旬
の
記
録
的
な
大
雪
に
よ

る
道
東
に
お
け
る
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
冬
季
観
光
に
つ
い
て
は
、

暖
冬
に
よ
る
ス
キ
ー
場
の
本
格
稼
動
の
遅
れ

等
も
あ
り
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
」
こ
と

な
ど
を
背
景
に
厳
し
い
見
通
し
を
立
て
て
い

る
。 

 

こ
の
た
め
、
統
計
的
に
は
改
善
の
兆
し
が

見
え
る
雇
用
情
勢
の
動
向
に
つ
い
て
も
今
期

は
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
て
い
る
が
、
来
期

は
「
や
や
悪
化
」
と
、
評
価
を
下
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
判
断
を
下
し
た
理
由
と
し
て
、
今

期
は
「
事
業
所
都
合
離
職
者
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
道
内
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
に
よ
る
雇
用
減
少
に
は
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
全

国
と
比
較
し
て
量
的
に
は
大
き
く
な
い
も
の

の
、
電
気
機
械
や
自
動
車
関
連
産
業
に
お
け

る
雇
用
拡
大
の
動
き
が
み
ら
れ
る
」
を
指
摘
。 

 

一
方
、
来
期
の
雇
用
情
勢
を
「
や
や
悪
化
」

と
予
測
す
る
理
由
と
し
て
は
、
「
冬
季
で
建
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設
関
係
工
事
が
減
少
し
、
通
常
で
も
雇
用
情

勢
が
悪
化
す
る
が
、
本
年
は
昨
年
と
比
較
し

て
、
民
間
の
冬
季
工
事
も
少
な
い
と
の
見
方

が
多
く
、
公
共
工
事
の
減
少
と
相
ま
っ
て
、

建
設
業
界
、
建
設
に
関
連
し
た
製
造
業
で
の

雇
用
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
全
体
と
し

て
大
き
な
雇
用
の
受
け
皿
が
増
え
る
状
況
で

な
く
、
本
道
特
有
の
要
因
も
あ
り
、
今
期
と

比
較
し
て
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
避
け
ら
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
厳
し
い
見
方
を

示
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
判
断
の
ベ
ー
ス
と
な
る
地
域
の

産
業
や
雇
用
・
失
業
構
造
の
特
色
を
あ
げ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
①
正
社
員
か
ら
パ
ー
ト
、

人
材
派
遣
へ
の
シ
フ
ト
拡
大
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
求
人
に
お
け
る
正
社
員
求
人
の
伸
び
悩
み

と
パ
ー
ト
等
の
求
人
増
）
②
雇
用
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
拡
大
（
電
子
・
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
一
部

職
種
の
技
能
職
で
は
求
人
不
足
と
な
っ
て
い

る
）
③
公
共
投
資
削
減
に
よ
る
建
設
業
の
雇

用
環
境
悪
化
④
地
場
産
業
（
食
料
品
、
木
材

加
工
品
等
）
に
お
け
る
輸
入
品
と
の
競
合
激

化
に
よ
る
事
業
環
境
悪
化
⑤
高
卒
者
の
就
職

内
定
率
の
低
迷
（
昨
年
一
一
月
末
時
点
で
三

九
・
七
％
、
前
年
同
期
を
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
が
、
低
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
）
―

―
を
指
摘
し
て
い
る
。 

    

青
森
　
景
気
・
雇
用
と
も
一
進
一
退 

   

「
高
卒
者
の
就
職
希
望
も
地
元
希
望
が
多

い
が
二
〇
〇
三
年
一
二
月
末
の
県
内
内
定
率

は
三
四
・
四
％
（
前
年
比
一
・
五
ポ
イ
ン
ト

減
）
で
、
最
低
記
録
を
更
新
中
」
「
同
一
一

月
の
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
三
一
倍
で
一
七

カ
月
連
続
の
全
国
最
下
位
）
」
と
い
う
青
森
。

企
業
倒
産
は
小
康
状
態
な
が
ら
、
地
元
経
済

を
み
る
と
「
土
砂
降
り
状
態
で
、
一
進
一
退
」

（
青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と

の
現
状
認
識
を
示
し
て
い
る
。
青
森
の
地
域

経
済
を
今
期
、
来
期
と
も
「
う
す
曇
り
」
と

評
価
す
る
。 

 

明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
「
数
少
な
い
製

造
業
（
液
晶
関
連
）
が
比
較
的
好
調
」
「
自

動
車
販
売
と
百
貨
店
が
一
時
的
に
プ
ラ
ス
」

を
あ
げ
つ
つ
も
、
水
揚
げ
量
全
国
三
位
を
誇

る
「
八
戸
港
の
水
揚
げ
金
額
は
イ
カ
が
減
少

傾
向
、
サ
バ
は
豊
漁
に
よ
る
値
崩
れ
が
起
き
」、

さ
ら
に
「
冷
夏
に
よ
る
米
の
不
作
（
全
県
作

柄
指
数
五
二
）」
な
ど
、
一
次
産
品
の
不
振
が

景
気
の
足
を
引
っ
張
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
。 

 
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
今
期
・
来
期
と

も
「
横
ば
い
」
と
み
る
。「
サ
ー
ビ
ス
の
求

人
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
中
身
は
決

し
て
高
賃
金
と
は
言
え
ず
、
労
働
需
給
を
反

映
し
、
最
低
賃
金
水
準
の
求
人
が
中
心
」
と

の
分
析
に
加
え
、
来
期
は
「
地
銀
の
企
業
選

別
が
強
ま
り
、
一
〜
三
月
に
か
け
て
倒
産
が

増
え
る
可
能
性
が
大
き
い
。
老
舗
と
さ
れ
る

企
業
の
倒
産
の
可
能
性
も
あ
る
」。
そ
の
た

め
、
「
最
悪
の
雇
用
情
勢
が
さ
ら
に
悪
化
す

る
お
そ
れ
も
あ
る
」
と
の
見
通
し
を
示
し
て

い
る
。 
 

な
お
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
平

成
一
四
年
の
同
県
に
お
け
る
出
稼
ぎ
労
働
者

数
は
一
万
三
三
四
九
人
を
数
え
る
。 

   

雇
用
創
出
・
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の
動
き 

   

民
間
企
業
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
雇
用
創

出
の
事
例
や
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。 

 

「
札
幌
市
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
雇
用
創
出
を
実
現
し
て
い
る
。
賃

金
水
準
が
低
位
で
、
言
葉
の
訛
り
が
少
な
く
、

若
年
層
の
確
保
が
容
易
な
北
海
道
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
適
地
と
評
価
さ
れ
て
い
る
」

「
昨
年
三
月
に
開
業
し
た
札
幌
駅
前
再
開
発

で
完
成
し
た
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
に
お
け
る
商
業
関

連
施
設
で
は
、
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
雇
用

を
生
み
出
し
、
こ
の
数
年
間
で
最
大
の
雇
用

創
出
と
な
っ
た
」（
北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合

研
究
所
）、「
三
月
に
広
島
県
安
芸
郡
に
開
業

す
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ソ
レ
イ
ユ
に
お
い
て
、

新
規
雇
用
者
数
が
約
二
〇
〇
〇
人
に
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
」（
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
）、「
地
場
大
手
ス
ー
パ
ー
の
サ
ン
リ
ブ

（
北
九
州
市
）
は
、
北
九
州
市
小
倉
南
区
に

同
社
最
大
の
大
型
店
・
サ
ン
リ
ブ
シ
テ
ィ
小

倉
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
計
画
を
決
め
た
。

〇
五
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、

一
〇
〇
〇
人
規
模
の
地
元
雇
用
を
見
込
ん
で

い
る
」（
九
州
経
済
調
査
協
会
）
な
ど
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
業
の
誘
致
や
大
型
小
売
店
舗
の

オ
ー
プ
ン
が
、
地
域
雇
用
創
出
の
大
き
な
受

け
皿
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、「
北
海
道
庁
で
は
、
平
成
一
四
年
度
に

お
い
て
、
職
員
の
超
過
勤
務
削
減
や
管
理
職

手
当
削
減
等
に
よ
る
予
算
節
減
に
よ
り
、
若

年
の
臨
時
職
員
の
採
用
枠
を
増
や
す
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
同
様
の

方
法
で
、
同
年
度
に
は
、
道
内
で
は
二
〇
〇

人
の
採
用
を
行
っ
た
札
幌
市
を
筆
頭
に
、
旭

川
市
、
函
館
市
、
苫
小
牧
市
、
北
見
市
、
室

蘭
市
な
ど
三
二
市
町
村
が
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
」（
北
海
道
二
十
一

世
紀
総
合
研
究
所
）、「
島
根
県
が
〇
四
年
度

よ
り
若
年
者
の
嘱
託
職
員
を
六
〇
名
雇
用
す

る
。
県
職
員
の
時
間
外
勤
務
を
減
ら
し
、
浮

い
た
財
源
の
一
部
で
臨
時
雇
用
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
未
就
職

者
を
対
象
に
、
月
一
六
日
の
勤
務
で
月
額
報

酬
は
一
三
万
円
と
な
る
」
「
鳥
取
県
版
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
、
〇
二
年

度
予
算
で
、
全
職
員
の
給
与
を
四
〜
七
％
カ

ッ
ト
し
て
捻
出
し
た
資
金
に
よ
っ
て
、
小
学

校
の
三
〇
人
学
級
実
施
に
よ
る
教
員
の
増
員

や
保
育
士
な
ど
、
短
期
就
労
者
を
含
む
三
五

〇
〇
人
以
上
の
雇
用
創
出
を
計
画
し
て
き
た
」

「
シ
ャ
ー
プ
福
山
工
場
が
勤
務
シ
フ
ト
を
二

交
代
か
ら
三
交
代
へ
変
更
し
た
、
半
導
体
の

生
産
調
整
と
し
て
の
時
限
措
置
。
基
本
給
は

下
げ
な
い
が
、
一
人
あ
た
り
労
働
時
間
を
年

間
一
五
〇
時
間
減
ら
す
こ
と
で
、
夜
勤
手
当

な
ど
五
％
の
人
件
費
削
減
効
果
を
見
込
ん
で

い
た
も
の
で
あ
る
」（
中
国
地
方
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
）
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

大
学
を
基
点
と
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
が

各
地
域
で
芽
生
え
始
め
て
い
る
こ
と
も
モ
ニ

タ
ー
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
。
具
体
例

と
し
て
は
、
①
筑
波
大
学
の
講
師
に
よ
る
健

康
増
進
事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
「
つ
く

ば
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
」
の
設
立
②
広
島

大
学
大
学
院
生
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
質
量

分
析
装
置
に
必
要
な
注
射
針
を
製
造
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
創
設
③
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
（
大
分
県
別
府
市
）
の
学
生
グ
ル
ー

プ
が
、
風
力
発
電
で
つ
く
り
出
し
た
電
力
を

売
る
「
売
電
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
参
入
す
る
株
式

会
社
を
設
立
④
福
岡
大
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業

論
を
専
攻
し
た
学
生
ら
が
創
作
そ
う
め
ん
「
島

原
の
乱
」
と
銘
打
っ
た
そ
う
め
ん
店
を
福
岡

市
で
開
業
―
―
な
ど
の
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。 

　
　
（
調
査
部
　
主
任
調
査
員
・
荻
野
登
） 


